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桶川市立日出谷小学校 

校長   閑野 千鶴 

 

１ 目指す学校像   「ひかる瞳 でっかい夢 やりぬく力 を育む日出谷小学校」 

・よい習慣をつくる ・よい授業をつくる ・よい関係をつくる ・よい環境をつくる 

 

２ 評価結果 

領域 № 評価項目 

自己評価 

学校関係者評価 評

価 
説明及び学校の考え 

組 

織 

・ 

運 

営 

 

1 

学校教育目標の達成

に向けて、協働体制で

取り組んでいる。 Ａ 

・コロナ禍における行事の変更などにも、各主

任が中心となり積極的な改善策を盛り込んだ

計画が立案されている。日常の教育活動につ

いては、校務支援 PCの活用が一層図られ、校

内組織の連絡体制ができている。 

・コロナ禍で行事の中止、変更

が多い中、できることを考え、

計画していた。今後も引き続き

協働体制で取り組んでもらいた

い。 

・教職員の来校者への対応が丁

寧である。 
2 

保護者や地域住民か

らの相談・問い合わせ

に組織的に対応して

いる。 

Ａ 

・保護者や来校者に丁寧に対応するように心が

けている。また、電話や連絡帳等での問い合

わせに対しては管理職への報告、連絡、相談

が徹底されている。 

学 

習 

指 

導 

3 

児童が主体的に学ぶ

授業づくりをしてい

る。 
Ａ 

・学校課題研究（国語・算数）等の研修や、日々

の授業改善を通して、教育の質的向上が図ら

れ、全職員で児童の主体性を高めるための手

立てを考え実践している。 

・子供のデジタル教材への興味

が高い。これからも積極的に取

り組み、楽しく学べる工夫をお

願いしたい。 

・自主学習の取組はとても良い

ので継続してもらいたい。 

・落ち着いた雰囲気の中、授業

が行われ、子供たちが集中して

いる。 

4 

学ぶ喜びを味わえる

授業づくりをし、基

礎・基本の定着を図る

工夫をしている。 

Ａ 

・算数の少人数指導では２クラスを４つの小集

団に分けたり、デジタル教材を積極的に取り

入れたりするなど、一人一人の児童に対し、

個に応じた指導を充実させている。 

5 

家庭学習の習慣が身

に付いている。 
Ａ 

・１、２年生は毎日の宿題、３年生以上は自学

ノートへの取組などを通して、家庭と連携し

て学習への意欲を高め、主体的に学習に取り

組む児童を育んでいる。 

生 

徒 

指 

導 

・ 

教 

育 

相 

6 

元気よくあいさつや

返事ができている 
Ｂ 

・マスクを着用しているせいか、自分から進ん

であいさつできる子が少なかった。児童会が

主体となって、あいさつ運動を展開し、あい

さつへの意識を引き続き高めていく。 

・来校した際の子供たちの挨拶

が気持ち良い。今後もあいさつ

運動の取組は継続してほしい。 

・目が合うと笑顔で挨拶をして

くれる。言葉遣いも良い。 

・休み明けの登校時は元気がな

かったが、１週間程度で改善さ

れた。 

7 

規律ある態度で生活

している。 
Ａ 

・トイレも新しくなり、清掃活動への取組も改

善されている。毎月の生活目標を生徒指導委

員会等で効果的な改善策を考え、同一歩調で

指導に当たっている。 



談 

8 

いじめのないあたた

かいクラスづくりが

され、支えあい励まし

あう人間関係がつく

られている。 

Ａ 

・いじめ調査などにより早期発見に努め、いじ

められた児童の立場に立ち、学年・学級で迅

速に対応している。また、すべての教育活動

において全職員が一丸となり、いじめを絶対

に許さないという風土が確実に醸成されてい

る。 

・マスク等をしていることもあ

るが、あいさつが少なくなって

いる気がした。 

・いじめ等の話を聞いたことが

ない。 

・学校外でも子供たちからあい

さつされることが多い。 

健 

康 

教 

育 

 

9 

運動習慣の定着と体

力の向上を図る取り

組みがされている。 
Ｂ 

・教職員の自己評価からも他の項目より達成度

が低い。コロナの影響もあるが全教職員のア

イデアと児童の主体性で、運動する機会を確

保し、運動習慣を定着させていく。 

・マスクをしながらの運動は制

限が多いのではと感じる。その

ような中、教職員のアイデアで

児童の主体性を促し、できる限

り運動する機会を確保する努力

をしていた。 

 
10 

安全管理（災害、事故、

不審者等）や救急措置

等の日常的な健康管

理に努めている。 

Ａ 

・毎月の安全点検や避難訓練等を確実に実施

し、災害時に備えている。また、非常時の際

の防災機器の取り扱いや救命措置等に関して

は適宜、全教職員で確認を行っている。 

学 

習 

環 

境 

11 

無言清掃が徹底され

ている。 
Ｂ 

・年々改善されている。引き続き生徒指導部や

清掃教育部が連携して、児童が自ら学校をき

れいにしようという意識を学校全体で高めら

れるような指導を続けていく。 

・時々来校すると、校内は清掃

が行き届いておりきれいであ

る。 

・子供たちが自分たちの学校を

きれいにしようと意識している

様子が伺える。 
12 

掲示板や学年園が計

画的に活用されてい

る。 
Ａ 

・学校ファーム担当が中心となり、学校応援団

と連携して、時季に合った充実した学年園に

なった。掲示板は使用計画を再検討し、各学

年・学級の教育効果を高めていく。 

教 

職 

員 

の 

資 

質 

向 

上 

13 

教職員の指導力向上

に計画的・組織的に取

り組んでいる。 
Ａ 

・教職員が研修等に積極的に参加していた。教

員の働き方改革を進め、教材研究の時間を確

保するとともに、より計画的・組織的に研修

等の機会を設け、指導力向上を図っていく。 

・積極的に取り組めているよう

である。校内研修を自ら推進し

ていくことで、教職員が資質を

向上させているのはとても良い

ことである。 

14 

教職員の服務規律の

確保に努めている。 
Ａ 

・倫理確立委員会や研修を通じて、全教職員が

教職員事故防止の意識を高く持っている。今

年度についても、不祥事、教職員事故はゼロ

である。 

家 

庭 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

15 

学校・学年だより、HP

等で保護者や地域に

積極的に情報提供を

行っている。 

Ａ 

・ホームページを活用し、行事や PTA活動、学

校応援団などの取組等を多くの写真とともに

情報発信している。行事予定の変更や不審者

情報などでは、学校メールを活用して積極的

な情報提供を行った。 

・今年度はホームページ、学校

メールが保護者にとって大事な

情報ツールになった。 

・ホームページの活用が頻繁に

行われていた。保護者としても

学校の様子が分かると安心であ

る。 

・回覧等、自治会を通して地域

の協力を求める等地域との繋が

りを大切にしていることが伺え

る。 

16 

地域の人材を積極的

に教育活動に活用し

ている。 
Ａ 

・コロナ禍においても、各教科において保護者

や、地域の方々の協力を得て、体験的な学習

を実施することができた。学年ボランティア

の引継を確実に行うことで、多くの方々のご

協力をいただいた。 

 


